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　本研究は近年における古文書整理の進展や史料公開
の促進、あるいは自治体史編纂にともなう調査活動に
より、旧藩主家近代史料の検討がようやく進められつ
つあるなかで、旧藩主家が、秩禄処分や国内経済の変
容など各種の危機を乗り越えながら、新規事業や株式・
公債などへの投資を通じて資産を維持・拡大し、土地
を集積していく状況や、家令・家扶たちによって家政
機関や財産管理の改革が実施された様子について検討
し、旧制中学の設立支援や奨学金による教育貢献、工
場誘致や基盤整備への協力を通じて地元での影響力を
保持していった状況について分析を加えるものであ
る。旧藩主家の役割については、一部の自治体史や個
人の伝記などで断片的には指摘されているが、日本近
代史における今後の検討課題といえよう。
　本年度は、明治大学博物館の旧延岡藩内藤家文書近
代史料の仮目録完成をうけて、家令局往復や教育機関
である亮天社や関係史料、さらには日平鉱山や電気事
業をはじめとする実業関連史料の調査をすすめた。そ
の結果、内藤家の家政は小林乾一郎ら家令の比重が非
常に高く、また株式や金融への投資以上に実業による
収入の比重が高く、そうした収益を亮天社や延岡高等
女学校などに振り向けることにより、地域に還元して
いく構造を明らかにすることができた。
　このほか、昨年に続いて閲覧可能な旧藩主家の近代
史料を複数箇所にわたって調査検討し、文書管理のシ
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ステム、家政機構の運営状況、財産保全の状況、土地
集積の時期的・内容的特質、地元実業界との関係、教
育分野への対応、旧家臣団との関係、婚姻関係、福祉
や慈善事業への関与といった面を中心に比較検討を加
えることを図り、鹿児島・福井・福岡での現地調査お
よび学術的交流を実施した。
　まず、7月29日から31日まで鹿児島市を訪問し、
昨年度に続いて鹿児島県立歴史資料センター黎明館、
鹿児島県立図書館において、島津宗家および玉里島津
所蔵の旧薩摩藩島津家近代史料について、関係者から
の情報収集および資料検索を実施した。また、日置や
知覧など麓集落の調査も並行して実施した。
　8月6日から8日まで福岡市を福岡県立図書館で旧
福岡藩黒田家など近代における県内各旧藩主家に関す
る文献を検索、閲覧を実施したが、実質1日の調査だっ
たため基礎的情報の収集となった。
　10月3日から5日まで福井市を訪問。福井市立郷
土歴史博物館を訪問。春嶽公記念文庫にある旧福井藩
松平家近代史料の概要を把握するため、文献目録の検
索を実施した。また、福井県立図書館で、福井藩・鯖
江藩・大野藩・小浜藩に関する文献検索と史料情報の
収集を行った。
　10月17日から18日まで再度福岡市を訪問し、内
山一幸氏および野島義敬氏から旧柳川藩主立花家およ
び旧久留米藩主有馬家の近代における状況や地域社会
との連関について教示を受けた。
　2年度にわたる研究の結果、得られた知見と今後の
課題を簡潔に述べると、次の通りである。大名華族と
なった旧藩主家は、東京においては「天皇の藩屏」、
あるいは貴族院の構成員という政治的役割が主体で
あったが、地方においては地元随一の「名士」、さら
には「旧藩」という結合の中心として大きな位置づけ
を占めた。ただ、その役割や家政のありかたは多様で、
教育的貢献は多くの旧藩主家において共通する項目で
あるが、実業への取り組みや家令および家政運営期間
の比重や機能は家ごとに性格を異にしている。ただ、
廃藩置県の本質的役割を解明するためには、近世と近
代における旧藩主家の連続的あるいは断絶的側面を全
体的に把握する必要がある。今後は延岡藩内藤家文書
近代史料の分析で得られた成果を公表しつつ、他の「旧
藩」と比較検討をくわえながら、学会発表、論文執筆
を通じて問題提起を行っていきたい。
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